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“
独 活

”
の 研 究

K δiti　KIMuRA ，　 Kiyosh 量 HATA 　and 　Ku 皿 ・yi 皿g　YEN ： Pharmaeognestieal

　　　　　　　　　 Studies　 Qn 　Umbelliferous　 Plants 　 X 亙

Studies　 on
“ Du −huo ”

（劭 C％卿 〔ゾ Pharmacy ，助 0’0 翫 勿θγ5吻 ．blつ

　Following 　plant・s　have　been　 considered 　to　b巳 eriginal 　plants　 Qf 　 various 　 kinds　 Q 正
“ Du −hu σ

”

which 　 are

sold 　ml 　 contemporar ＞
厂Cllil｝ese ：

　Angelica　decursiva（MIQ ．）FRANCH ．　 et　SAV．，　 A 　inaequagis　MA − ．，　A 　grosseserrata　MAX ．，　A 　feoreana　MAx ．
，

Aformosana 　 BQIss．，メL　gigas　 NAKAI ブ A ．ヵorphyrocaulis 　 NAKAI ，　 A 加 う召sc砌 s　MAx ．
， 且．　laxinora　 DrELs

，

∠4．megaphpt 〃a　 DIELs ，！1，　dahurica　BExTH ．　 et 　 HooK 、，　 A ．砌 omala 　 LAI、L．，　 Aralia　 cordata 　 THuNB ．
，
．4ralia

centinentalis 　 Kl’rAGAwA
，
　 Heracleum 　ianatum 　Mle 且 X．，　 H ．　 hemsleyanum 　M 雪CHX ．

　By 　investigation　of 　 a 且 eient 　literatures　anll 　obserbations 　of
：‘Du −huo ：’o £ the　market

，
　 the　a ／lthors 　 have

confirmed 　that／ ∠4ralia　 cordata 　THuNB ．　 and 　its　allied　species 　ealled
‘‘Jiuyan−duhuてゴ

，
　are 　the　original 　plallts

  £
’tDu −huo ”．

　Thc　authors 　also 　eonfirmed 　that　original 　plallts　of
“Du −huo ’i　which 　had　been　used 　as

‘‘Tu．dang−gui
”

ft“ol皿
ccSong ”

era 　are 　suitable 　to　 allied 　speeies 　of 　Angelicaカubescens 　MAx ．　 and 正leracleecm　lanatum 珈工工cHx ．

or 　 allied 　 speeies ．　 The 　former 　 aorresponds
“Chuau −duhuo ”

and 　the　latter　 eorrespollds
“ Niuwei −duhuo ”，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Re ¢ eived 　April　20
，
1960）

総 論

　独活は
“

神農本卓経
”

に 上 品 の 薬 と し て 採録 さ れ ， 以後歴 代 の 本草書 に も収伐ざれ て い る著名な生薬で，漢 法医流

で は 発汗 ， 駆風 ， 鎮痛薬 と し て ， 風邪を去 り， 浮腫を散ず る効 が あ る と され て い る．

　現在生薬
．
市場に お い て は 独 活 と い う総称灼あ るい は

一般的名称の ほ か に 九眼独活 ， 川 独 活，香 独 活 ， 牛尾独活 ， 軟

毛独活 ， 大独活 ， 山独活等 の 名 称の も の が あ り ， 産 地 に よ る原植物 の 相異あ る い は 調 製法の 相異な ど に ょ っ て 外観的

に 区別 され学術的に も多数の 独活類生薬 が 存在 し て い る．

　こ れ ら独 活類の 原 植物に は 従 来 次 に 挙げ る よ うな植 物 が推 定 され て い る．すなわ ち，BretSGhneider1） は 中国産 独

活 に ノ ダ ケ Angelica　decursiva（M 正Q．）FRANOH ．　 et 　SAV，， ハ ナ ビ ゼ リ Angetica　inaegualis　MAx ，，　 Angelica

grosseserrata　MAX ・を あて ， 石戸谷
2）は 朝鮮産独活 の 1種 に チ ヨ ウ セ ン オ ニ ウ ド Angelica　leoreana　MAx ．を あて て

お り・ 佐 々 木
3〕は 台湾産独活 に タ イ ワ ン シ シ ウ ド Angelica　formosana　BOIss・を あ て て い る。著者 らの 1 人 木村

4〕等

は か っ て 満 洲 産独 活 に オ ニ ノ ダ ケ Angelica　gigas　NAKA ［・お よび ナ ン マ ン ヨ ロ イ グサ Angelica　PorPhyrσ ca ”lis
NAKAI

， 朝鮮産独活 の 1 種に マ ン セ ン ウ ド Aralia　continentalis 　KITA 〔｝AWA ．を あて ， また 川 独活 の 1種 は シ シ ゥ ド

Angeliea　Pscbescens　MAX ．に 甚だ近 い こ とを 認め た．

　中薬 通 報に よ る と徐岩 ら
5）は 四 川 省 で 採収 8れ る独 iAc 九 眼 独 活お よ び 牛尾 独活の 2 種を あげ ， 前者に ウ ド Aralia

eordata 　TIIUNB ・，後者に ハ ナ ウ ド Heracleum 　lanatum 　Mlel−IX ．を あ て てい る．

acH
木生薬学会京都大会発 表 （1959）　 第12報 ： 植研 35

，
205 （1960）

蘇 Yoshida−konoe −cho ，　 Sakyo−ku ，　 Kyoto ．
1）　Bretsehneider： Botanicon　Sinieum　III．75

， （1895）．
2）　T ．　lshidoya ：Chinesche　Drogen 皿 4

， （1933）．
3）　　佐 々 ン」く ： 台 湾 植 物名 彙 　315， （1928）．
4）　木村，木 鼻，丹 ： 和 漢 薬名 彙 45，（1946），
5） 徐．傅 ： 中 薬通 報 Vol．4．　No ．ユ．33

， （1958）．

（ 5 ＞

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　中葯志
6）に よ る と川独活に ・4ngelica　laxilora　DIELS．，オ ォバ ノダヶ Angelica　 megaPhPtlla 　 DIEI．s．の 2 種 が あて

られ ， 九眼 独活 1（ Aralia　cordata 　THUNB ．
， 香独 活 に Angelica　Pubescens皿　 AX

．

∠
卜尾独活 に Heracleum e々msley ・

anum 　M エc ／1x ．，軟 毛 独 活lc　Heracleum 　lanatum 　MIcHx ．， 大活に ヨ ロ イグサ Angelica　dahurica　BENTH ・et　HoOK・，

土当帰に エ ゾ ノ ヨ ロ イ グサ Angelica　anomala 　LAT、L．を あ て て い る．

目 本で は 小野 蘭 出
7）が 当時中国か ら渡来 し た 独活の 1 種に シ シ ウ ドを あて て以来日本で は シ シ ウ ドが 独活 と され て ぎ

た が ， 牧 野
s）は これ が 誤 用 で ある こ と を指摘 し ， 飯沼

9）は 日本産独活 の 1種に ハ マ ウ ド Angelica　」
’
aPonica 　 A ・GRAY

をあて てい る．

　以 上 の 如 く独活に は 産地 に よ っ て い ろい ろ な種類 が あ り， そ の原 植物も諸家の 説が まち まち で あ る ので 著者らは ま

ず古来 独活と称 され て ぎた もの の 正品が 果 し て 何 で あ るか を 究明 し ， 同時に 中国お よ び 口本に お け る各市場生薬を 入

手 し て 生薬学的研究を 行 つ た ．

　1・ 古文献に 見られ る 独活 の 考察　独猛の 種類 ， 形質 ， 産地等 に 関す る古文献の 記 載 を 考察 す る と， 神農本草経

（25〜220）｝こ は ， 気味，主治 の 記載に つ い で ，
「羌 活，蒐 青，護羌使者」 の 別名が 記 され，名医別録 （502〜536） に

は ，
「胡 1…使 者，独 揺草 」 の 別 名 と と も に 産 地 と し て ，　 「薙州川 谷或 隴西南安」 が あげられ て い る．陶隠居 の 注に は ，

「北州郡 是羌活 ， 羌活形細而 多節 ， 軟 潤 気息猛烈 ， 出益州北 部西川為独活 ， 色微白形慮 大為用」 とあ り， 別録に 記 さ

れ て い る 産地は 多鬱也で あ るか ら こ こ か ら産 す る もの は 羌 活 で あ る と し ， 益 州 北 部 ， 西川 か らil｝る もの を 独活 と し て ，

両者 を 産地 に よ つ て 区 別 した の ち，　
“
羌 活 は 形 が 細 く節 が多 く，独 活 は 色 が 微 白で 形 が 虚 大

”
と し て ， 両者 の 形質 的

差異をあげ てい る，唐本注 （659）は気味， 薬効だ けで 形質 に 関す る記 載 は みられない ．

　 日華諸家本草に は，「独活即是 羌活母 鷙馳 」．すな わ ち 独 i は 羌 活の 母で あ る と述 べ て い る．こ の 考 え方が 後に 1・「本

で 同
一

植物 の 母根 を独活 と し ，幼根 を 蒐 店 と す る よ うに な つ た 因 と考 え る．こ れ に 関 し て は 後 で 述 べ る．

　図経 （1062）に は ，種類， 形質 ， 産 地 等 に 関す る柘当詳 し い 記載 が な されて い る．これを引用す る と次 の 通 りで あ る．

　 「独活蒐活 Illlr推 洲 川 谷 或隴西 南 安 今 川 蜀 漢 出 者佳．．「 「本経 云二 物同一類 今人 以 紫色 而節密者為 羌 活黄色 而作塊為独

活一説 按 陶 隠居云独活生西川 益州北 部 色微自形虚 大！rめ 蒐活相似今蜀中乃有大独活類拮便 而大気味了 不 与羌活相類用

之微寒而少効今又 有独活亦 自蜀中来形類羌活微黄 而 極大収時寸解乾之 気味亦芳烈小類ヲ斷舌又有槐葉気者今京下多用 之

極効験意此為真者而市入或狼蒐活之大者為独活殊末為当大抵此物有両種西 川 者黄色香如蜜瓏西 者紫色秦隴人 呼為山前

独活古方但用独活今方既用独活而又川 羌活 茲 為謬矣 」

　上 記 の 記文か ら蘇頚 の 時代に 用い られ て い た独活お よび 蒐 活 の 種類 ， 形質な どを 要約す ると次 の通 りで あ る．

　　（a ），責色 で 塊を なす
……

独活、益州 北部，西 川産．

　　（b ）．紫色 で 節 が 密な も の
……羌 活．隴西堂．

　　 （e ）．浩便に 類 し て 大きく， 効 が 劣 る もの
……

大独活．

　　（d ）．極大 で微黄色．収時寸解 して 乾か す．気 1床や や 羌 活に 類す る
……

蜀中産．

　　 （e ）．当時良品 と され て い た もの
・・…・蜀漢産．

　　 （f ），蘇頌が 真 の 独活 と思つ た もの．槐葉気あ り， 当時多 く用 い られ，効 が著 しい も の……蜀産．

　以上 の 中 （a ） お よ び （b）は 陶隠居 の 注 に あ る独 活お よ び 羌 活 と形質 ， 産 地 と もに
一致 す る．こ れ は 陶隠居の 説

の た ん な る iS　iM で は な い か と い う疑 問 が 生 ぜ ぬ で もな い が， 「今 人．」 とあ るか ら 当時 独 活 と羌 活 が上 記 の よ うに，形

質的に 識別 され ， ま た こ れらが 実際に 用 い られ て い た こ と は確か で あ ろ う，また 蘇頌 の 時代に は上記 の もの の 他 に 蜀

漢 か ら産する い ろ い ろ な も のが独活と し て用 い られ て い た こ とが うか が え る．独活 の 基 源が後 世甚だ しい 混乱をぎた

し た 原因は ， す で に 図経 の 時代に さか の ぼ る も の と考 え られ る．　　　　　　　　　　　 ・

　 つ い で 独活 と萢 活 の 関係に つ い て 蘇頌 は ，
「本経云二 物同

一・
類」 と記 す だ けで は つ ぎ りした 意 見 を示 して い な い ．

本経に は 「二 物同
一類」 とい う記 載 は み られ ない か ら恐 ら く 「一名羌 活」 とい う こ と か ら上記 の よ うに 解釈 した の で

あろ う．し か し 「市人 或 択 羌 活之 大者為独活殊末為当」 お よ び 「古方但 用 独活今方既 用 独 活而 又 用 羌 活 為謬矣 」 とい

う記述か ら考え る と ， 当時す で に 独活 とは 別 に 蒐活 が考えられ ， 両蓄の 形質的差異 が よ く認識されて お り， 両者を別

物 と し て あつ か う傾向が ありなが ら
一

方 で は 「二 物同
一

類 」 とい う考 え 方に 影響 され て 両者 を混同 し て IIIい る 場合も

あ り， 混 乱 し て い た た め に 蘇 頌 は 古方を 持 ち 出 し て 独 活だ け を 用 い る の が 正 し い と主張 し た も の と 思 わ れ る．し か し

）

）

）

）

ρ

0700

∩
ぴ

中 国 医 学科 学 院 ： 中 葯 志 1．345
， （1959）．

小 野 蘭 山 ：本草綱 目啓蒙 〔／802），
牧 野 富 太 郎 ： 目本 植 物 図鑑 269，（1958），

飯 沼慾 斉 ： 草 木 図説 巻 之 五 （1856）．
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こ の 辺 の 消息 を今少 し 考察すれば ， 別録 に は 独活の 蓐地 と し て い わ ゆ る羌地 を記 して い る か ら， 独活 は 初 め 羌地 に 産

する もの だ けが 知られ てお り，従 つ て その 産地 の 名を 冠 した 羌活とい う別名が あ？ た もの と思われ る．と こ ろが 陶隠

居 の 頃に 「益 州 北部 ， 凶 川 」 か ら も 1 種 の 独活が 来 る よ うに な り， 陶隠 居 は これ を独活 と し ，羌地か ら来 る も の を 羌

活と し て ， 両者を 名怖 の 上 で 区別する と と もに そ の 形質 的差失 を記 述 した が ， 両者が 本来別 の もの か ， 日類 か と い う

こ とは 昌 題 に し な か つ た．し か し 独活 の 形質 の 記 栽に つ い で ，
「為用 亦相似而小不如」 すなわち

“

羌活 と 同様 に 用 い

られ るが 少 し 劣 る
”

旨を 記 し て い る，これ か ら考え る と ， 古方 に い う独活 とは 陶隠居 に よ りい わ ゆ る 独活 と 苑 1舌とに

分けられ る以前 の 独活で あつ て ， その 本休 は む しろ陶隠居 の い う と こ ろ の羌活であつ た と考え るの が 正 しい よ うで あ

る．そ うす れ ば 蘇頌 が
“

羌 活 を 凪 い る の は 誤 りで あ る
”

と述 べ て い るの は 正 し くな い と い わね ば な らな い ．従 つ て 独

活 と羌 活 と は木貝 1
．
1勺に は 「二 掬同

一
類」 で は な くて

“
全 く同

…
物
”

の 名称で あり， 後世に 論議 され た 独 活 と 羌活は ，

そ の 形貢 か らイえ て
匚

空 く別もの
：／

で あ る と 断定 し て 問違い ない と考 える．

　李時珍 は 本草綱目
1°） （1950）に

“
王 呪の 易筒方

”

を 引 用 し ，
「羌活須川紫色有蚕頭勲節者独活是極大羌活有 Fr如 鬼

眼者」 と記す．こ れに よ れば王睨は
“
紫色で 蚕頭 の 如 き形 を した節 の ある もの

1）
お よび

“
地 上茎 の 脱溶 し た 跡 力 冂い

くぼみ と なつ て い る大ぎい もの
”

を そ れ ぞ れ 羌活お よび独活 の 正 品 と し て い る．前者 は さ さに 記 した （b ）．， 後者 は

（a ）。に 相当す る こ とは 明 ら か で あ る．また 王 呪 の記文か ら 当時上 ．己の もの の 他に 次の よ うな もの が 独活 と して 用い

られ た よ う で ， 土 既 は こ れ を 熨物 で あ る と述 べ て い る．

　江｝．　老 宿前古月

　1［2）．土当帰 の 1 湮．長 さ 1 尺許 り， 肉白く皮黒 く香気 が高 い ，江 淮地 方 に 産 し 「水 白茫 」 と も呼 ばれ て い る．

　本草原始
11） （1593） に は ， ぢ山舌と羌 活を 別項に し て 蘇蝿．tの記 文を 引用 し ， 南 羌 活 と西 羌活の 図を 掲げ， 「南羌1乙節

少．西 羌 1舌節 多．今 人 多 用 糂市 ，す なわ ち 内羌 活 を 多 く用い た 旨が 記 ざ れ て い る． こ の 1儿 i羌 活は 前記 （b ） IC相当

す る．

　本草備要
L2） （1694） に は 「準

』
怪云独舌

一
名羌 舌古力 1匡用独石友人 云是

一頚 二 じ 直分 用 以 形 虚大有 日如鬼眼節疎色黄

者為独舌色．k 節害，気征 烈者准活 又云 自西 蒄厂 4名羌1舌」 と あり， 独活 お よ び蒐 活と し て di1」，dの （a ）お よび （b ） に

惘当す る もの を あげ て い る．

　植物名実図考
13） （184S） に は 「独1舌本経上品図経独活羌 盾

一
痕二 種近昨多2H 当帰充之湖南童

一
程独活頗似來虚」

「恐 別一｝ ∫ 而独 升大 爪 似
一E当帰 」 と あ り，」肝 上当帰が 多 く独活 に 誤川 ざれた こ と ， また 雲南独 活 と い う土 当 帰に

似た 1 「が あ る こ と が
一
己され て い る．

　紹 興 本草
t4 ） （1159）に は，文洲独1舌， 鳳翔府独活 ， 文 1・卜1九后，   化軍 羌 活 と 1

’lcす る 51E の 図 が み られ る．こ こ に あ

げ られ て い るlUC つ い て 　賓す る と 次の よ うに な る．

　　文 州……廿粛 1．1階州文 県 　 ／ K 州……四 川 省 厂（県

　　佩 美ヨ」イ年
・…　tt陜西 省鳳 11W−． 　　　　　　　　

−L
Σイ匕Ll．、tt・…　山西 〒

亅

l　J エヒ」杲

　上。己を 本 茸に 記 され て い る ，生 ↓也と比反すれば ， 文州ば 1
’
」隠11［1の い う独活 の LL 地 に ほぼ

一一
以 し ， 鳳 1俯 ， 寧化軍は

「司じ く羌 活の 産地に 相当す る．ま た 戊 川は 蘇 礁 が 艮 品 と した もの の lr1也狗 漢 （四 川 省）に ｛1档 す る もの と 考え られ る．

　次 に 紹 興 1＼草の 図lcつ い て 汀
．察す る と ，

「1 羽
Tfl：

独活 （Plate 工，3 ） ｝よ何 もの か 全 く判断が つ か ない が ， 戊州 」」ユ活

（Plate　L，
2） は ハ ナ ウ ド （lleracleum） L 劇 〔’ とみ る こ とが で ぎ る，次に 文州 独活 （Plate 工

，
1） で あるが ， 名夫図

考 に は
“

土当 ノ訣こ似 て 某の 大ぎい 雲南独託 は 添 顛 の 文州独fE の 図 に 似 て い る
”

とあ り，また そ れ に 記 され る
一
ヒ当帰 の

図 （Plate　lp　5） は ノ ダ ケ Angelica　decerrsiva（M エQ．）FRANUH ．　 et　SAV ．の 幼 L亅と よ く
・
訊 し て い る．文州独活 の

3 小究 を 1麺 に すれ ば ，
と れ は 土 当帰の 幼苗とみ られ な い こ と もな い が，幼苗 な らば 花お よび 丕 生菜 は ない は ずで あ

るか ら こ の 考え方 は 当 ら な い ．む しろ ウ コ ギ科 （・4raliaceae）の ウ ド Aralia　 cordata 　T・．LIUNB ．あ るい は 同属近 剥 IIゴ

物 と斛す るの 力 適 当で あ る．X 州羌 活 ，
1／i
’
化卯羌 1舌は は つ ぎ り判11，iは で ぎな い が セ リ科 （UmbeUiferae ）植掬 ら しい

こ とが うか が え る．

　以上 を 要約すれ ば ， 匡   ！，i．以 降明代に 至 るIH茂の 本 4：詠 に よ つ て ， 独活 ， 羌 活 の 正 品 と し て あつ か わ れ て 来 た も の

は 次 の よ うな ル 隻 上 の 特t．K を1LI巧す る こ とが で き
』
る．

10）
コ1）
12）
13）
14）

李時 珍 ：本草綱 目 ， 第 十 三 巻：

．
草之 二

， 明プ．雌三 十
一年 〔1603）夏 良 心等 江 西 刊 本．

李 中 」 だ ： 本草原 始 巻 一・
清光 緒 間 ・盖 成 堂 刊 本．

汪 Jp ：本 草 簾 要 巻
一

草部 31．商 務 印 書館 （1954），

呉 其 睿 ： 杣：物 名 天 図考 山 草 巻 之 七 160．商 務 印書 煎 〔195了）．

王 継 光 ： 紹コ萋校 定 経 屮
一
rE鼠 備 急本 草画．大 森丈庫本春腸 堂 刊 〔1933）．
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　独 活 ： 色 微 白形虚 大 （陶隠居）

　　　　黄色而作塊者為独活 （蘇蚕頁）

　　　　極大羌活有臼如鬼眼者 （工 睨）

　　　　形虚大有 臼如 鬼 限節疎色黄色 （汪昂）

　　産地 ； 益 州北部 （四 川省北 部）， 西川 （甘 粛 省 ）

　羌 活 ：形細而多節 （陶隠居）

　　　　紫色而節密者為羌活 （蘇頌 ）

　　　　紫色有蚕顕鞭鰯者 （王 覬 ）

　　　　色 紫節密気 猛 烈者 （汪 昂）

　　産地 ： 雍州 （陜 西省），隴西南安 （甘粛省中部）

　 こ れ らを 綜合す る と ， 独活 は黄色 な い し微自色で 大きい 塊状をな し ， 質 は 軽疎 で 地上茎 の 残痕が 円い くぼ み と な つ

て残 つ て い る根茎 で あ り，産 地 か ら紹興本草 の 文州 独活 に 相 当 し ，そ の 形 質 お よび 図 か ら判 断すれ ば ，
こ れらは ウ コ

ギ 科 の ウ ドあ るい は 同 属近縁種 を 充 て るの が妥 当 で あ る．また 羌活は 細 く紫色を呈 し ， お そ ら くセ リ科植物に 由来す

る もの と考 え られ る．また こ れ が 本経 に 独活 と して 記 ざれ た も の の 本休で あろ う と 考 え られ る．

　宋代か ら土当帰に 類す る も の が 多 く独活 と し て 用 い られ る よ うに な り ，
こ れ らが 誤比 で あ る こ と を 指摘 され な が ら

も， 清代に な る と ますます そ の 傾向が 強 くなつ た よ うで ある．

　古事 類苑
’5）に よれ ば ， 本草和名 （898〜900）に は 木経 ， 別録に 記され る別名 と と もに ，

「和 名宇土
一．

名都知多良」

と記 し ， 延 喜 式三 卜七 典薬諸国進年料雑薬に は 諸 国 か ら献進 し た 薬物の 中に 独活 の 名が みられ る．倭名類聚 抄 （927）
に も 「和名宇土

一
云豆 知多良」 と記 され て い る．こ れらに よ る と独 活は 日本 に お い て もずつ と 古い 時代か ら薬 用 に 供

せ られ て お り，こ れ が
‘c
ウ ド

”
別名

t‘
ツ チ タ ラ

”

と呼ばれ て い た こ とが わ か る ．

　つ ぎに 江戸時代 の 諸文献に 記 され て い る と こ ろか ら当時 の 独活 ， 荒 活 の 形質， 種 類 な ど に つ い て 考察すれ ば，本 草

辨 疑
6） （1681）に は

“
巾因産 の もの に 「節 あ りて 鞭 の 如 ぎ もの 」 と 「節な くし て 黒皮 の もの 」 の 2種が あ り， 後者は

「士 当帰な る 可 し 」
”

と あ り ， また
“
和産 の もの は 中国か ら来る も の と別物で あるが 吉 くか ら用い て 効が ある こ と が

知 ら れ て い る か ら和産の も の を用 い て も良 い
”

旨が 記 され て い る．

　大和本草
’7） （1709）に は

“
本邦 で 昔か ら ウ ドの 母根 を独 活 ， そ の 子根 を蒐活 と し て い る．本草大明に 「独活是差活

母 ti1」 と い つ て い る か らで あ る．しか し中国か ら来 るもの と味が 異 るか ら用 い て は い けない
”

旨の 記載が ある．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ　　 ド　 1

　和 漢三 才図絵
ls ） （1713） に は 独 活の 地上 部の 記述 が な され て お り ，　「独活芽為疏和酸 茄之香味美可賞 」 とあ るか ら

ウ ド Aralia　cordata 　THUNB ．を 指 し て い る こ と は 明 らか で あ る．ま た 「今将 来之 蒐活間有無節者是 疑 L当帰矣」 す

な わ ち
“
中国か ら来 る 差活の 中に は 節の ない もの が あ る．これ は 土 当帰ら しい

11
と述 べ て い る．

　本草綱 目啓蒙
7） （1802）で は ， 独活に シ シ ウ ド を あて ， 中国か ら来る 蒐活 を 次の 3 種に わ け て い る．

　田，本手
……

節が あつ て 横紋 多 く， 紫黒 色 で 香 気 が あ る．真 の 羌 活 で あ る．

　吻．前胡手……
怪虚 黄色．真の 独活 とい い 伝 え られ るが 久 し く渡らず．

　（3）．馬皮手……独活の下品なもの で ， 日本 の シ シ ウ ドが こ れ に 当 る．

　ま た
“
口本 で 従来 ウ ドを独沃と し，シ シ ウ ド の 根を 真蒐 活 と し て い る の は 誤 りで あ る

”
と 記 し て い る．ま た 高尾 E

活 な る もの をあげ
“

苗葉花果皆 シ シ ウ ドと異 らな い が ， 茎葉の節 が 深紫 で根 を乾 か し た もの は 紫色で 節が あり， 本手

の 蒐活に 似て い る．気味は多少異 るが 代用 で ぎる
”

と述べ ，毛当帰に は ウ ドお よ びハ マ ウ ドを あて て い る．

　古方薬品ag19・） （1846）に は 当時の 市場 の 独活 お よび 蒐 活 の 種 類 を あ げ て ， そ れ らに つ い て 次 の よ うに 論 じて い る．

　（1〕．馬皮様羌活
……

こ れは 羌活 で は な くて 独活で あ る．舶来 の もの は 形は 虎杖根 に 似 て い る．中虚 で 皮は 紫黒色

大きい も の は 径 1寸許 り，味 は 辛 く芳烈 な も の が 良い ．

　〔2〕．真蒐 活
……こ れ は 邦産 独 活 で ある．形色 は 舶来品と異 らな い．味が 辛烈 で あ るか ら古い もの を用 い る と よ い．

　〔3〕．真独活
・・・…

ウ ドの 老宿根で ある．

・・） 古事 類苑 斃 部 丑，59巻 …
， （・935）．

16）　遠藤元 理 ： 本草弁疑 巻1二 （1681），
17） 貝原益軒 ：大 和 本 草 （1709）．
18） 寺島良 安 ； 和 漢 三 才 図絵 巻 92之 末 ， 山 草 類 吉 川 弘 之 館 刊 （1906），
19） 内 藤 尚 賢 ： 古 方 薬 品考 （1846）．
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　 （4）．和 蒐 活……ウ ドの 嫩根 の 粗皮 を去 つ た もの 、真独活 と と もに 用 い て はい けな い．

　 古今要覧稿
2°） （1841）で は ， 紹興本草 に掲げて い る茂州独活の 図は シ シ ウ ドに 当 る と述 べ ，

“

図経で 「蜀漢 に 産す

る もの 佳 と さ れた もの もシ シ ウ ド同類 の もの で あろ う
”

と し，また 高尾 羌 活 を文州蒐活に あて ，

“

宋代 に 羌活 と 称 さ

れ て い た もの は こ れ の 同 類で あ ろ う
”

と推定 し て い る．

　 以上 を 要約 し て 考察すれ ば ， 日 本に お い て は 古 くか ら独活に ウ ドの 老 宿 根 を あて て 用い ， 日華本 4 の 説に 従つ て ウ

　ドの 幼根 を 差活 と し て い た こ とが わ か る．つ い で 江 戸 時代 に 中国か ら渡米 し，日 本 の 本草 学者 が 羌活 と し た もの は
“
紫色で 節 が あり悉気高 ぐ

’
中国歴代の 木草書で 羌活 の 正品と され て い た ものに ・一一・致す るが ， 独活は

tt
黄色で 塊をな

し ， 鬼眼を有す る
”

とい う形質を もつ た 正 条の 独活で は な く，宋 代か ら多 く用 い られ た 土 当帰で あ り，これ に 小野 蘭

山 が シ シ ウ ドを あ て た の で あ る．ま た 「前胡于」 は 形質が 「軽虚黄色」 で あり
“
真 の 独活

”

とされ て い る と こ ろか ら

中脳で の正 条の 独活に 当 る もの で は な い か と考 え られ るが ，

“

塊をなす根茎
”

で あつ た とは 考 え られ ず ， む し ろ 黄色

の 直根状の もの で あつ た と考 え る の が 妥 当 で あ る．古今要覧稿 で は 茂 州 独 活に シ シ ウ ドを あて て い る が ， 紹興 本草の

図 か ら判断すれ ば ，
シ シ ウ ドよ りもハ ナ ウ ドと解する方 が適 当 で あ る．茂州独渣が ハ ナ ウ ドで あつ て ，それ が 往時 日

本に 渡来 し た と考 え る と 前胡手 とい わ れた もの の 形質 に一致する．

　 小野蘭山が 土当帰に ウ ドを あて て 以来 こ れに 従う人 もある が，牧野 は こ れ を 否 定 し ， ノダ ケ を あて る 可ぎで あ る と

主張 して い る．事実 ， t？，実図 考 に み られ る 土 当帰の 図は ノ ダケ と解釈す るの が 妥 当 で あ り ， 中1玉「で 後 1址独活 と し て 用

い られ た 十 当帰 の 1種 と称 され る もの が 江戸時代に 日木に 渡来し
， 小野蘭山が こ れに シ シ ウ ドをあて た の で あるか ら

巾国で い わ れ てい た 土 当帰 は ノ ダ ケ ある い は シ シ ウ ド近似の セ リ科植物で あ つ た こ とは 明らか で ある ，独活 と 羌活 を

　「二 物同
一類 」 と し， また

“

独活が 蒐活の 大な る もの
”

と い う考 えか らすれ ば，羌 活に 似 た 強 い 臭 気 を有 し ， 肥厚 し

た 根 を 生 ず る シ シ ウ ド近 縁植 物 を独活 と し て 用い る に 至 つ た こ と は 自然 の こ とで あ り， 臨床上 か らもむ し ろ 当を 沓た

もの と考 え る こ と もで きる．

　 IL 各市 場 生 薬 の 考 察　著者 らが 入 手し た 独 活 類生 薬 は 下記 の 通 りで あ る．

　 九眼 独活・・一武漢 帯場品 （1958）．重慶 市場
．
品 （1959），

　 川独店
……

香港 市堰看品 （1957）， 台中 市場品 （］957），武漢 市場品 （1959）．

　 大独活
……

武漢 市 場 品 （1959），

　不口ぢ虫「舌…　
一・奈良県産　　（1958），　君羊，lg県産　（1957），　大慶更市瑳寿品　（1959），　土奇玉県産　（1958），　圧巨↓巳島県産　（1958），　滋賀

県産 （1958），

　巻蒐 渚
・・…・大 阪 市場品 （福井県童）（1958），長 野 県 産 （1958）， 群馬県産 （1957）．

　 セ イ キ ・…・・長 野県 産 〔1958）， 群馬県産 （1957）．

　な お 中葯志 ， 中薬通 報 で ハ ナ ウ ド属値物が あて られ て い る牛尾 独活 ， 軟 毛 独 活は 武漢 ， 悉港 ， 台中市場 に な く，入

手 で きな か つ た．また シ シ ウ ド Angelica　Pubescens　MAX ．を霄独活 と 称 し て い る 旨文献に 見 られ るが 各 市場中に本

種生 薬 を 見 1
［

巳せ な か つ た．

　木研究の 比較資料 とし て 下記 の 植物 を使用 し た．

　 シ シ ウ ドAngelica　Pubescens　MAX … …・京都市郊 外 の 貴船産 （1957） お よ び高雄産 〔1958）， 長野県美 ケ原産 （1958）．

　 ウ ド Aralia　cordata 　T 肌 rNB ．・・・…京都市貴船産 （1958），北海道 北見 産 （1958）（幼苗を 本学部薬草園に 移植栽培）．

　
ハ マ ウ ド Angetica　jσPOnica　A ．　G 貼 Y ……

和歌山県白浜海岸産 （1959）．

　1・ 九 眼 独活　徐岩 らは こ れ に ウ ド Aralia　eordata 　THUNB ．を あて て お り，著者らは 入手した LLI薬 の 外形 お よ び

内部構造 に つ い て ， 日 本に 自生す る ウ ドの 地 下 部 と比 較 した と こ ろ 全 く
一

致 し た．しか し徐岩 ら の 報 告に み られ る九

眼 独活 の 地上部 の 写 真 お よ び 写 生図 （Plate 　I，4） は 日本の ウ ドIc− drせ ず ， また満洲 ， 朝鮮 に 分布す る マ ン セ ン ウ

ド Aralia　continentalis 　KITAGAWA お よ び 日本 の 深山に 自生す る ミヤ マ ウ ド Aralia　glabra　MATSUMURA に も当

らず現 在の と こ ろ ，
こ れに あて るべ き Aralia属 ウ ド近 縁植物 は な い よ う で ある．し か し 中葯志 に み られ る本生薬 の

図 は ウ ド と よ く一致 して お り，こ の 図が 確か な もの と すれば中国で は ウ ド Araiia　cordata 　THUNB ，お よび 近 縁 の 文

献 未記 裁の 植物 が 九眼独活 と し て 用 い られ て い る こ と に な る。そ し て 古文献の 考察の 結果 を綜合すれ ば ， 九眼独活が

紹興本草 の 文州独活に 梅当 し，同時に 中国の 本草 に お け る独活の 【el品に 当る こ とに な る．

　
2・ 川独活　各市場晶 と もに 外形 は お お む ね シ シ ウ ド根 の 乾繰 し た も の に 類 似 し ， 本草書 に 「土 当 帰に 類す る も

20） 尾 代 太 郎 ， 岩 崎 常正 ：古 今 要 覧 稿 （1841 ）。
21）　木村 ， 秦 ， 顔，凍 ：薬誌 78

，
442，（1958）、
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の 」 と記 され る種類 に 属 し ， 江戸 時代 日本に 渡来 し，当 時の 木草 家が 馬皮様羌活 と称 し た もの に
一致する も の と考 え

られ る．外皮の 色 がや や うす く， 臭気 が 弱 い 点な ど ，
シ シ ウ ド Angetica　P”bescens　MAX ．と 多少 相 異 す るが，内部

構造 は い ずれ もシ シ ウ ドに 極 め て よ く似 て お り， また三市場品は 内部構造 で は相互 に 区別す る こ とは で きな い．香港

市場品
21 ）お よ び台中市場品

22 ）に つ い て 化学成 分 を 検 した 結 果，い つ れ も 日本 の シ シ ウ ド と の 共通成分 Ange工ieal23〕を

単離 した が ， そ の他 の 成分 は 両者に 多少 の 相異が あつ た．地 上部を 入手す る こ と が で きな い の で 原 植 物 を 決定す る に

い た らない が ， 以 上 の 結果 か ら，川独活は シ シ ウ ド Angelica　PttbescensハTAX．と近縁 の Angelica 属植物を 基源 と

す る こ とは 催か で あろ う．

　3． 大 独 活　お お む ね 大形 で 質は 硬 く， ち密で 外形 は 川 独活 と相異 し ， 内部構造 も また 異 つ て い る．内部構造 に お

い て は，樹脂道 が 小 さ く， 道 管 の 分 布 が 全 体 に まば ら で あ る点 が シ ラ ネ セ ン キ ユ ウ Angelica　PolymorPha］YI’LX ・に

よ く似て い る．地上部 が ない の で 確認で きな い が ， か つ て 独活に あて られ た Angelica　grosseserrata　MAX ・は 最 近

で は A．Po！ymorPha　MAx ．の Synony 皿
2’1）に され てい る事実 と考え合わ せ る とき， あるい は A ．　grosseserrata　MAX ．

に あて られた 独活が こ の 大独活で あつ た か も知れ な い ．

　4． 牛 尾 独活　生薬を入手す る こ とが で きない の で未だ 確認するに 至らない が ， 文献 で は Hefaclettm 属植物 が あ

て られ て い る．徐岩ら は これ に ハ ナ ウ ド Heraeleum 　lanat” m 　MlcHx ．を あ て て お り，報文 に み られ る地．．ヒ部 の 写真

はや は り 日本に 自生する ハ ナ ウ ドに
一

致す る．し か し 中葯志 で は 本 生薬 を Heracleum 　hemsleyanum 　MICHX ．と し

て お り， そ の 地 上部の 図は オ オ ハ ナ ウ ド H．dulce　FISCH ．と同 じ く葉は 三 小葉 か らなつ て い る．い ずれ に し て も 中

国で は ハ ナウ ドあ るい は 同属植物が 独活 の 1 蔵 と し て あ つ か われ て い る こ と は亊 実 らし く， 古文献の 考察と考 え 合せ

て ，こ れ は 紹 興 本草 の 茂州独活に 当 り， また 往 時 日本 に 渡 来 し た 前胡手蒐濤が こ れ に 当る もの で は な い か と 考 え られ

る．

　5．　和独活お よ び 同類生薬 　日本 の 市場 で 独活 と し て 流通する もの は ，業者 の 話 に よ れ ば ウ ド Aralia　cordata

THUNB ．の 根某を 産地に お い て 縦割 り乾燥した もの で あ る とい う．薯者らが 各市場 お よび各牽 地 か ら得 た も の は 外形

お よ び 内部構造 と も ， ウ ドの 根茎に 全 く一致する こ と を 確認 し た．

　また巻蒐瑟な らび に セ イキ と称 し て T1∫場 に で て い る もの は ， 外 形 ，内 部 構造 と も シ シ ウ ド Angeiica　Pubescens

MAX ．に
一致す るが ， 独活 と称 して い る も の の 中に シ シ ウ ドに 当る もの は 全 く見 出せ なか つ た．

　m ． 要約お よ び 結論　以 上 古文献 お よ び市場生 薬 1・c つ い て 考察 し た と こ ろ を 要約すれ ば ， まず巾国の 歴代の 本草

で 独活の 正品 とし て あつ か わ れ て きた も の は ， 紹 興 本草の 文州独盾が こ れ に 当 り，そ の 形 質 な らび に 図か ら ，
こ れ に

ウ ド Aralia　cordata 　THUNB ，ある い は 同属 近 縁種を あ て る の が正 し い ．そ し て 写川∫場品で は 九 眼独 活 が こ れ に 当 る．

日本に お い て は 古来独活に ウ ドを使 用 し て お り， 江戸時代 の 本草家は こ れを 誤 りで ある と し， 小 野 薩山は シ シ ウ ドを

あて た が ，現市場品は すべ て ウ ドを 用 い て お り， シ シ ウ ド に 当 る も の は 見当らない ．

　また 宋代以降中国で は
一
上 当 帰類似品 」 と し て ， シ シ ウ ド類 似 の 肥 厚 し た 根を 生ず る セ リ科植物 が 独活の 1 種 と し

て 用い られ ， 著者 らが入 手した 川 独活は これ に 当る．中葯 志 お よ び 胡 先 驢
25）は 川独 活 1・c オ オ バ ノ ダ ケ Angelica

megaPleylla 　DIEzs を あて て い る が 確 認 す るに 至 らない ．しか し根の 外部 ， 内部形態 お よび 化学成分か ら判断 し て シ

シ ウ ド A ．Pubescens　MAX ．お よ び近 縁 の 同 属 植物で あ る こ と は確 か で ある．小 野 蘭山が 当時中国力命 渡来 した 独

活 の 1種 に シ シ ウ ドを あ て た こ とか ら考 えれば ， 当時多く渡来し た もの も著者らが 入 乎し た 川 独濤 と同 類 の も の だ つ

た よ うに 思わ れ る．悉港 市場 品 と台中市場品は 形質は 極 め て よ く似て お り， また 共通 の 成分を台有す る が ， 他 の 成分

に お い て 異 る と こ ろ もあ り ，
こ の 類の 生 薬は 産 地 に よ り必ず し も 同一の 植物が 用い られ て い る とは限 らない よ うで あ

る．

　ま た 齲 の 1 種 に 大 独 活 が あ る が ，こ れ は 市場性が な く， 陥 玉形態は シ ラ ネセ ン キ ユ ウ A ・・P・lym・・伽 塩 X ・に

似て お り， 現在 A ．grosseserrata　MAx ，が 前者 の S｝
・nonym と さ れ て い る と こ ろ か ら ， か つ て Agrosseserrata

MAX ．が あ て られ た生薬が 大独活に 相当す る も の と考え られ るが 確認 す る に 至 らな い ，

　他に 文献 で 牛 尾 独活な る もの が あ り ，
ハ ナ ウ ド （Heraele” m ）属 植物が あて られ て い るが 市 場引・は な い よ うで ， 著

者 らは 入．fで きな か つ た ．古文献 の 茂 州 独活が こ れ に 当 る よ うで ， 江戸時代 n本に渡来 し た と い わ れ る前胡手蒐活が

こ れ に 相当す る もの と忍われ る．

22）　木 村，・
秦 ， 顔 ： 薬 誌 79，1生73， （1959）・

23）　秦，　閏 ヰr
； 薬誌．　77

，
937， （1957）・

24）　M ，Hiroc ： 〔Jmbellifc£ae　of 　Asia　No ．1 ，171， （ユ958）．

25） 胡先 贐 ：経 済 植 物 手冊 　第一一分 冊 ， 下 冊 ，
1158，（1957）．
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　　こ の 研究 に 当 り有益な 助言を 賜 っ た横浜国立大学 北 川政夫教授お よ び中国各市場生薬の 集収 に 協力 して 下 さつ た 湖

　北医学院藩家成講 師 に 謝意を 表す る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各　　　　　 論

1・　 九 眼 独 活

　　形質 根 茎 ： 外観
1
死喝色〜黄褐色．彎曲 した 不 斉 形の 円注状 で ， 不 規 則 に な らん だ 大 ぎ な 円形 の くぼ み が あ る．著

　明 な し わ が あ り ， 質は 怪い ，味は 微 に 苦 くわ ずか な 香気を 有す る．　（Plate　if，ユ．）

　　根 ： 根茎 の くぼ み の 外 側 と 底部に 多数 の 長 円柱状の 根がで て お り， 外観灰黄色〜灰 褐色 深い 縦 じわ が 多 く， 皮は

　は が れ易い ．と こ ろ ど うに 細根 の 跡が 認め られ る．

　　構造　根茎 ： 破折面 は 平 坦 で な く， 繊維性 で 皮部は 灰黄色．空 げ きが多い ．形成 層不 明 瞭で 木部は 黄白色．

　　1 「雪の 表皮 （ep ） に つ ずくコ ル ク層は 5 〜15層．各 コ ル ク細胞 （K ）は 接線性 に 長 い ほ ぼ煉瓦 状 を 呈 し，層の 中ほ

　ど に 1 〜3 層 の コ ル ク石細胞 （s仁）が 認 め られ ， 強 く木化 し て い る． コ ル ク層 の 直下 に 厚角組織 （co ）が あ り，
5 〜

　10層 で 各細胞 は 不規Lli」円形 ま た は楕 1［」形で 著しい 厚角状を呈 し て い る．厚角組織中に は 稀に 樹脂道 〔re ） が存在 し，

　 そ の 内径 は 50x80μ ．

　　放射組織 （mr ） は 放射方向に長 bFI柱状 の 柔細胞か らな り巾は 1 〜5 （〜7 ）細胞列で ある．木 部 内 で は 瞋 々 細

　胞 膜 が 目日厚 し て 木化 し て お り．孔紋 が認 め られ る．第
一期皮部の最内層 に は 三 口月型の じん 皮繊維束 が接線方向に 多

　数一・列 に な らび ， そ の 内 方に 師 部 （ph）が ある ．師部に は 樹脂道 が や や 密に分布 し，その 内径 は 多 くは 90μ 内外で

　大ぎい もの は 140μ に お よ ぶ．周 囲の 分泌細胞数 は 横断面 で 8 〜10 （〜12） ケ．師部柔細胞 （ppb ） は 比較的小 さ く

　師管と の 区別 が つ けに くい ．

　　形 成 層 （e ） は 接 線方向に 1≡…い 細胞か ら な る．木部 に は ほ ぼ惰冂形の 道管群が 畷をな して 同心 円状に 配 列 し ， 各道

　管群は 大小 数 個 の 道管 才3 よび木 部繊維 （wf ）か らなる．外側 と内側の 道管群 の 闘 に 1ま木部繊維束 が あ り，往 々 これ 1・ま

　帯状を な し て 道管群 を 連結する．道管は 強 く木侘し て お り ， 階紋 また は網紋 で 内径 の 小 さい もの ｝こは 螺 旋紋 を もつ も

　ある．lii一ぜ ん 孔 で 径 40　x 　50〜100 μ．

　　髄 （rn ）は 広 く， 大形の 1
．
IJ
形柔細胞 か らな り，と こ ろ ど こ ろ に 空 げ ぎが 認 め られ，ま た髄 維 管 束 が 散在す る （Plate

　皿，ユ，N ，
　 V）．

　　測根 ： 表皮 は 認 め られ ず，コ ル ク層 は 5 〜13層の コ ル ク細胞か らな り， そ の il−［｝c1 〜2層 の コ ル ク石細胞が あ り瞼

　く木化 し て い る ．つ ず く厚角 組織 は 5 〜13 層 で 接線方向に 延長 し た 円柱状 の 細胞 か らな り，少 数 の 樹脂道 を 含み そ の

　 内径 ｝嵐　50x80μ ．

　　師部に は 樹脂道が や や i茎1に 分 布 し，そ の 内径は 4  × 70〜100x120 μ．掏 囲の 分 泌細胞数は 横断面で 8 〜12ケ．放射

　紐織は 巾 1 〜7 細胞 歹1」，

　　木部の 形成羇近 くに は 道管が 密に 配 列す る が 巾心 に 至 る に 従つ て まば らに な り， そ の 径 も小 さ くな る．道 管 の 周 囲

　に は 木 1
’
匕し た 繊維群 と木 f匕しない や や 厚膜の 木部柔細胞力辿 りまい て い る （Plate 皿

，
2

，　 Sl）．

　　内容物　で ん 粉粒 は 単粒で 径 12μ 以 下．往 々 3 〜4 複 粒 が 存在 し，4 複粒 で 30μ に お よ ふ もの もあ る．蓚 酸石灰

　の 集晶 （Plate　IV ： ea ） は 各 柔辛コ胞巾に 存在し ， 殊に 厚角 糸目織 内 に 多い ，褐 色 の 樹 脂 様 物質は 分 泌細胞中に 含まれ，

　 ス ダ ン 皿 に 良 く染 ま る．

　　2．　 ウ ド Aralia 　 eonlxta お よび 和 独活

　　生薬 は 大部分 2 〜5cm に 叨断 され て い る （Plate　 I ，
4）．形質 ， 構造 は 几眠 独 活 に 一致す るが 香気 は や や 弱い ，日

　本 で は ウ ドの 卞根 の 皮を は い だ も の を 巾
’
場 で

”
和 蒐1舌”

とし て い る ．

　　3．　 川独活

　　形質　恨茎部は 短か く，
こ まか い 横 しわ が ある，根部に は 深い 縦 し わ が 多 く， ほ ぼ 紡錘 形を な し，外観 黄褐 色 〜淡

　赤裸色．先端は 2 〜3 本の 支根 に 分枝 し （台 1
−
h市場品）， あ る い は 多分枝 （呑港市場品）し て い る．質は 柔 軟で わ ずか

　な 香気 が あ り，味 は 微 に 苫 い ．〔Plate　ll，2）．

　　構造 　彼折而は ほ ぼ 灰 自色 で 襷色 の 形 成層愉を 認 め る ．皮 部 は 空 げきが 多い が 木 部 は ち密 で あ る．

　　主根 で は，コ ル ク 層は 3 〜7層 の コ ル ク細抱 （K ）か らな り，
コ ル ク化 し微に 木化する．コ ル ク層の 直下 に 3 〜7

　層の 厚角 組織 （eo ） が あ り，そ の 1．「コに 樹脂道が 散在 し，そ の 内径 は 50× 7  μ．

　　放射組織 （mr ）は 巾 1 〜5 〔〜 6）細胞列 ．そ の 外端は や や 曲つ て お り， 多 くは そ の 部分 が 空 げきとな つ て い る．

　　師部 （ph） の 放 A・1’組 織 に は さ まれ た 部分に は 数 ケ の 樹脂道 （re ）が 半径方向1・t 一列に な らび ， 各列［1
．
1の 樹脂道は 同

　時 ｝こ 接 線 方向に も規則 正 し く配 列 し て 全休 とし て 同心 円 伏を 呈 す る．内径 8 〜110μ ．形成 層 （の 附 近 の もの は や や

（11 ）
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径が 小 さい．周 囲 の 分泌細炮数は 横1新面で 8 〜 11ケ．代用 じん 皮繊維 （fbe）の 発 達 は 悪 く ， 数 ケ が 群を な し た も の が

樹脂道 の 附近 に まぱ らに 散在す る．

　木 部 で は 道 管 （v ）が 単独 また は 2 〜3 ケ放射方向に 連合し て散在 し 径 30〜70× 80μ，通常階紋状で 単一
せ ん 孔 を

もつ ．道管 の 周 醐を と りま く柔細胞 （pxy ）に 比 し て 径 が小 さ く， 膜壁 は や や肥 厚 し て い る が 木 化 し て い な い ，（Plate

Iら3
， 　VH）．

　内容物　で ん 粉粒は 師部殊 に分泌細胞中に多量 に 含まれ ， 通 常 単粒で 径10μ 以 下．褐 色 の 樹脂様物質 は 厚 角組 織 内 ，

分泌細胞中に 多 く含 まれ ス ダ ン 皿 に 染 ま り易 い ．

　4・ 大独活

　形質　短い 根 茎に 続 い て ・ 太い 紡 錘状 の 直恨か らな り ， 全 長 15〜30cm ．直径 3 〜8cm ．外観淡禍色〜灰黄色．側

根 の 跡 が い ぼ状 に 隆起 してb る．質は ち 密 で 硬く， 芳香を 有 し，味 は徴 に 呂
：

い ． （Platc　I ，3）．

　構造　根の 破折面は 繊維性 で な く，禍色 の 形 成 「蕾輪 が 認 め られ る．皮部は 類白色で 空 げきが ある．木部は 淡黄色 で

ち 密で あ る．

　主根 で は，コ ル ク層は 3 〜7層 の コ ル ク細胞 （k ）か らな り， 薄膜 で コ ル ク化 お よび 木 化 し て い る ．つ ず く厚角組

織 （eo ）は 3 〜7層，そ の 中に 稀れ に 存在す る 樹脂 道 （r の の 内径 は 10× 70μ．

　放 剔組織 （mr ）は 巾／〜5 （〜8 ）細胞列．そ の 外端は や や 彎曲 して 空げき （cav ）とな つ て い る．

　師部柔細胞 （pph ）は ［」形〜卵形 で 形成層 （e ）附近で は 形が 小 で ち「？ifで あ る，師部 の 樹脂道は まば ら で ほ ぼ放射

方向に ならん で い る．内径 50〜60× 70μ，一般 に 径 が 小 さ く6eμ 内外が 多い ．周囲の 分泌細胞数 は横断而 で 8〜10ケ．
代用 じ ん 皮繊 維 （fbe）は や や 厚膜 して お り， 形成曝附近 で は 放射方向lc帯状 を な して い るが，外方 の も の は 点在 し て

い る．

　木部 で は道管 〔v ）は 単独 まれ に 2 〜3 ケ連合 し て 放射方向に 分布する ．径 30 × 35〜50× 60μ．階紋 まれ に 螺旋紋
の もの も あ り， 単

一
せ ん 孔を有す る．道 管 の 馬囲の 細胞 はや や厚膜 して い る （Plate皿，4

，
皿 ）．

　内容物　で ん 粉粒 は 僅少 で 通常単粒で 径 12μ 以 下．まれ に 2 〜盗複粒 が存在 し ，
4 複粒 の 径 は 20μ に お よ ぶ ．

　5・　シ シ ウ ド Angelica　pubeSC ε ns お よび 巻羌活，セ イキ

　形質　根頭部 に地上茎の 残基を ともなつ た 短い 根茎に続 く主 根か ら支根 を分枝 し て い る ．セ イ キ （Plate 皿
，
5）は

肥 大 不 斉形をな し，多 くの 縦 しわ が あ り，側 根を 除い た お艮
．
1良が 認 め られ る．巻蒐活 （Plate　ll，6）は 形質 は セ イ キに

一致 し ， と もに 川 独店に類似す る が ，や や 暗 褐 色 で 折れ 易く， 特異なは げ しい 臭気 を有 し ， 味は 極め て 苦い ，
髄 樋 噺 面 は 繍 紺 で

）
　 rei色 の 形成麟 が 寵 られ る 波 部は 淡 艶 で ， 木部 は樒 で 灰 齔 を 呈 す る．

　主 根 で は， コ ル ク層は 3 〜7 層 の コ ル ク細胞 （k ） か らな り，
コ ル ク化 お よ び 弱木 化 し て い る．つ ず く厚 角組 織

（co ）は 2 〜7層．そ の 中に まれ に 樹脂道 （re ） が 存在 し ， そ の 内径 は 20x50 μ，

　放射紺織 は巾1 〜7 細胞列．師部 の 放射組織 に は さ まれ た 部 分に は 樹脂道 と代川 じん 皮繊維東が 交 亙 に一列 に 配 列

す る．樹脂道 の 分布は
一一

般 に 密で 接線方向に も規則 正 し く配 列 し，同 心 円状を 呈 す る．そ の 内径 は多 くは 100μ。大

きなもの で は 130μ に お よ ぶ ．瑚 囲 の 分泌 細胞 数 は 横断面で 8〜12ケ．

　木部で は 道管 （▽ ） は 全体に や や 密 に 分布 し て お り， 形成層 附近 の もの は すべ て 径が 小 さい が （20〜40μ）内方に

は 大きい もの も あ り （60μ）， 中心部附近 で は ま た 小 さ くな る ．通 常階 紋 状 で 単
一

せ ん 孔 を有する．道管の 周開の 柔細
胞は や や厚膜 し て い る．

　花茎 の ある根 で は ， 形成層直下 に 弱 く木化す る 厚膜木部柔細胞 群 （長 さ 300μ）が 存 在 する．根 茎 の 髄に 存在す る

　樹脂道は 大 き く・ 内径 160× 170μ に お よぶ もの も あ る （Plate 皿
，
5 ，　 Dt）．

　内容 物　で ん 粉粒は 通常単粒で 径 10μ 以下．稀 に 2 〜蘇 夏粒が 存在 し，4 複 粒で は 24μ に お よぶ．寅禍色の 樹脂

様物質は 分泌細胞中に 多量に 含 まれ ， ス ダ ン 皿 1・C 染 ま り易い ．

　6．　ハ マ ウ ド Angelica 　jαponica

形 質 生乾 品 は夕噸 鵬 色 根に は細か い 縦 じわが あり， 細根の 鋤 玉い ぼ 状を 呈 し て い る．雛 状 で 質 ｝鞭 く味は

微に 辛い ，

　構造　根 の 破折面 は平 坦 で な く， 皮部は黄褐色 で 大 きな空 げぎが 認め られ ， 木部は 灰 白色 で ち 密で ある．

　主根 で は ，
コ ル ク層 は 5〜2 層 の コ ル ク細胞 （k ）か らな り， 細胞膜は 薄 く

一
様に コ ル ク化 お よ び 弱 く木 化 して い

る．そ れ に つ ず く厚 角 組織 （co ）は 7 〜201曽で 各細胞の 膜壁は シ シ ウ ドに 比 し て うすい ．厚角組織中に は 極 め て 稀れ

に 樹脂道 が存在 しその 内径は 30× 5  μ，

（12 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　放身］
．
組織 〔mr ）は 巾 1 〜10 細胞列．そ の 先端は やや屈曲 し て い る．師部の 樹脂道は や や 癖 で

一
般 に 形 が小 さ く内

径 3  x40 〜50× 60μ．！、】1囲 の 分泌細胞数は 横断面 で 7〜9ケ ．代用 じ ん 皮繊維 （fbc） の 発達は 悪 くまば らに 点在する．

　木部 で は 形成層 （e ） lif」
．
近か ら少 し く内方に か げて道管 （v ） が単独ある い は 2 ケ 連合し て まば らに 散在す る が ，

その 内方に は 10数ケ の 道管か らな る道管群が
．一

層環状 に 配列 し，そ の 環の 内方は外方 と同 じ く道管が散在す る ．通常

．階 紋 状 で 1：巨一．せ ん 孔 を有 し ， 径 15× 20〜60μ （Pla，　t／e 班
，
6

，
　 X ）．

　内 容物　で ん 粉粒は 単粒 で 径 12μ 以 下．黄福色 の 樹脂様物質 は 分泌細胞中に 多 く含まれ ， そ の 他分泌 細胞 に 接す

る 細胞，放射組織，中心 部 の 柔細胞 に 含 まれ，ス ダ ン 皿 に 染 る ．

独活類の 内部構造 上 の 区 別 点を 要約 し て褒記 すれ ば Table 工．の 如 くな る．

検 　体 　名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TablC　 I．

臓 雛 i和 独 活

．

阿 独 iE一 大 独 活 　 シ シ ウ ド 　 ハ マ ウ ド

原 植 物 名 嬲綿 呻 …A ・agi … rd … 　 ・ … lica・p・ A ・ge贓 ・IA囎 ，1。評 ’

嬲 廨 a

コ 　 ノン

厚 角組 織 の 細 胞

層 の 厚 さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨　 3
．
：7

『
　　 3

．
〜マ

・ 細 胞
．
・ ル 聚

6
木 ・岬 驃 ！・i．轟弘 匕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

・ル グ 化 ・ 木 化曜
レ

絡 、

5 〜 10

　 5 〜25
； ル ク 化 ，

微 ．木　化

5・vlO 3 〜7 3 〜7 2 〜7 7 〜20

期 徽 ・ ・酬 聽嬲
部 か ら

．．
同　 　 左

1〜5

や や 曲 る

放射 kl｛織ゐ細電
列 数

少 し彎 曲 や や 曲 る

1 〜5 （〜了） ユ〜5 （〜了）　1 〜5 （〜8 ）　11 〜5 （〜 7 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

師 部 の ．樹 脂道 の

分 布
や や ．密 同 　 　 左 粗

罐
¢

野
道 の 蹶 〒°lt。。 、3。

・・一・・・・ … 8M … ユ・

1司　 　左 や や 密

や や 屈曲

1 〜10

同　 　左

60〜6040 。 60〜10030 × 40〜50× 65i

分 泌 細 胞 数 　8 〜10（〜12）

道 管 の 分 布 　 全 体 に ．密

8〜1  8 〜11 8 〜 10 8〜12 7 吋 9

同　 　 左． 外 方 や や ．密
内 方 半民

　 　 　 　 　 　 　 40x50 ん
．

道管の 径 （μ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40〜70x80　　　30〜70　x 　80
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 80×ユ00

全 体 に 粗 や や ．密
外 方 糧 ， 内 方

密 ， 中 心 部粗

道 管 の 種 類 階 紋，網 紋 同　 　 左 階 　 　紋

3°〜5°x6 ° 13°吝
4
？
〜6°x7 °「15x2 °− 6°

同 　 　 左 同 　 　 左

　　　　　　　　　　　　　 　
道 管 の せ ん 孔 　 単

一
嵐 孔 1 同 　 左 同　 　 左 同　 　 左 同 　 　 左

．
・
璽 雛 束 三 日 麗 木 化亅

同 　 　 左

同　 　左

同　 左 　 …

木　 部 　繊　維 　　 強 く 木化 同　 　左

コ 　ノレ 　ク 石 ＄田肝包　　　1 〜3 ．木イヒ

髄 髄 維 管束 あ り

同 　 　 左

同 　 　左

… 　 鰾 鱗 同 ・ 癲・憂「電鋤 奩 麟 垂継

　略字解 ： ep ；epidcrmis
，　 kl ：eork 　layer，　 k ：cork 　eelI ，　 co ：eollenehyma ，　 st ：stone 　cell ，　 v ：vesse エ

，
　 vs ：spiral

vesscl
，　 vr ：reticuIatc 　vessel，　 pxy ：xylem 　parenehyma ，　 wf ：wood 　fibrc，　 fbc ：fibrous　bast　cell

，
　 c ：eambiu 皿 ，

ssive 　t．ube ，　 bf ；bast　fibre，　 mvb ；皿 edullary 　vaseular 　bulldle
，
　 sta ：starch 　grain ，

　 ca ：aaleiu 皿 oxalate7 　 mr ：

medullary 　ray
，　 xy ：xylem

，　 ph ：phloe皿 ，　 vc ：sca ！ariform 　vesscl ，　 pph ：phloe皿 parenehyma ，　rc ：resi 且 eanal ，
cav ；eavi 嬉 m ：rnark ．

（13 ）
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Plate 皿 ．　独 活 類　横 断 面 模 型 図　（× 13）
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